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ソ連邦では，企業の労働秩序が，内部労働秩序規則(叩aBß~a BHyTpeHHerO TpYAOBOrO pa・





























務を，基本的には定めている。 (CM・. TaM )Ke. cTp.16-19) 
(9) ただし，現実には標準規則がそのまま部門別規則として適用されている部門もある。 (CM.. B. COJIlIHK. 
YKas.ω司・.CTp. 83 ) 
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本資料で紹介(全訳)するものは 1984年 7 月 20 日に労働委員会が全ソ労働組合中央会議













(1) CM., COn;?JIHCTHlIeCKHﾟ  TPYA， 1984，地12 ， CTp. 84~90. 




法」の第 9 条l乙明記されている) が，大きな改革点であり， 72年と 84年の規則の基本的相違の 1
つとなっている。その他にも， 1979年12月 13 日の党中央委員会，ソ連邦閣僚会議， Bucncの決議
「労働規律のヨリ一層の強化と要員流動性の減少についてj ，同じく 1983年 7 月 28 日の決議
「社会主義労働規律強化活動の強化についてj ， 1983年 7 月 28 日の閣僚会議と Bucnc の決議




















第 2 条 内部労働秩序規則は，労働者と職員に共産主義的労働態度を育成する乙と，労働規律
のヨリ一層の強化，労働を科学的基盤のもとで組織する乙と，労働時間の合理的利用，高い質
の作業，労働生産性と社会的生産効率の向上を促進する乙と，を目的とする。
第 3 条 本標準規則にもとづき，各省庁は，然るべき労働組合中央委員会(共和国委員会)の
同意のもとに，それぞれの国民経済部門の特質に適合する部門別内部労働秩序規則を制定し，









第 2 章 労働者と職員の採用および解雇の手続
第 5 条 労働者と職員は，企業，施設，組織において労働契約を締結することによって，労働
権を実現する。




































































































































































































本条の 1) ， 2) , 3) で定める奨励措置は，企業，施設，組織の労組委員会の同意のもとに
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C oBep~eHcTBOBaH lJe yCJIOBlJ並 TpYAa Ha npOMhlmJIeHHLlX 
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時刻(時:分) 第 1 第 2 工程技師 主人主機 資料供給職場長 職場長 主 任 機技師 部 長
8:00-8:45 職区の巡回 情報の検討 原材料保管主任の報告
8:45-9:30 操 業 ~ 議









13:00-14:00 当面の諸問題の解決 昼 食
納入者や注文
14:00-15:00 職長との会議 部員との会談 職場の巡回 者の代表との
会談
15:00-16:00 第 2 交替班の課題の検討 部で業務 同僚との会談 企業長代理との会談
16:00-17:00 職場で業務 職場の代表者 修理経過の 当面の問題のと会談 統制 解決
交替以降 社会的な活動，社会的組織の代表者との会談




月 火 水 木 金 土
8: 00-9: 00 企業内の巡回とそれぞれの場所の業務上の問題の解決
9: 00-10: 00 
予算会計 報告書 資材供給 報告書 予算会計 報告書
問題会議 資料の検討 問題会議 資料の検討 問題会議 資料の検討
人事問題 発送会議 計画遂行 原材料契約 発送会議 外部組織の
10: 00-11 : 00 会議 (第 1 週と 会議 検討会議 (第 1 週と 代表者との第 3 週) 第 3 週) 会談
外部組織 職場活動計
11 : 30-12 : 30 の代表者 画の検討 報告書， 企業長機 原材料契約(第 1 週と 資料の検討 関への参加 検討会議との会談 第 3 週)
13 : 00-13 : 30 昼 食 文献に眼をを通す
原材料契 原料の第 1 HOT およ 基本投資， 原料の第 1
14: 00-15: 00 約検討会 次加工現場 ぴ管理問 修理問題の 次加工現場
議 の巡回 題の検討 検討 の巡回
報告書・ 個人的問題 賃金問題 報告書 企業の将来
15: 00-16 : 00 資料の検 に関して訪 の検討 の検討 の問題の検討 門者と会談 討
16: 00-17: 00 企業長機関への参加
17: 00 通信問題に関する打ちあわせ
(出典) OpraHHaa~IHI Tpy~a …， CTP. 154~ 155. 
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